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市 第 111 号 議 案 

   公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 の 定 款 の 制 定 

 横 浜 市 立 大 学 の 設 置 及 び 管 理 を 行 う 公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 を

設 立 す る た め 、 そ の 定 款 を 次 の よ う に 定 め る 。 

   平 成 16 年 ２ 月 18 日 提 出 

横 浜 市 長  中  田    宏 

   公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 定 款 
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   第 １ 章  総 則 

 （ 目 的 ）   

第 １ 条  こ の 公 立 大 学 法 人 は 、 自 主 的 か つ 自 律 的 な 経 営 の も と に 、

国 際 都 市 ・ 横 浜 に ふ さ わ し い 国 際 性 、 創 造 性 及 び 倫 理 観 を 有 す る

人 材 を 育 成 し 、 卓 越 し た 知 的 資 源 の 開 発 に 努 め 、 も っ て 横 浜 市 民

及 び 地 域 社 会 は も と よ り 、 世 界 に 貢 献 す る こ と を 目 指 す 大 学 を 設

置 し 、 及 び 管 理 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 （ 名 称 ）  
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第 ２ 条  こ の 公 立 大 学 法 人 の 名 称 は 、 公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 （

以 下 「 法 人 」 と い う 。 ） と す る 。 

 （ 大 学 の 設 置 ） 

第 ３ 条  法 人 は 、 第 １ 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 横 浜 市 立 大 学 （ 第

17 条 第 １ 項 第 ５ 号 及 び 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 を 除 き 、 以 下 「 大 学 」

と い う 。 ） を 設 置 す る 。 

 （ 設 立 団 体 ）                     

第 ４ 条  法 人 の 設 立 団 体 は 、 横 浜 市 と す る 。 

 （ 事 務 所 の 所 在 地 ）              

第 ５ 条  法 人 の 事 務 所 は 、 横 浜 市 に 置 く 。 

（ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 又 は 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 以 外 の 地 方 独

立 行 政 法 人 の 別 ）                   

第 ６ 条  法 人 は 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 以 外 の 地 方 独 立 行 政 法 人 と

す る 。 

 （ 公 告 ）               

第 ７ 条  法 人 の 公 告 は 、 横 浜 市 報 に 登 載 し て 行 う 。 

   第 ２ 章  役 員                  

 （ 定 数 ）                       

第 ８ 条  法 人 に 、 役 員 と し て 、 理 事 長 １ 人 、 副 理 事 長 ２ 人 、 理 事 10

人 以 内 及 び 監 事 ２ 人 を 置 く 。 

 （ 職 務 及 び 権 限 ） 

第 ９ 条  理 事 長 は 、 法 人 を 代 表 し 、 そ の 業 務 を 総 理 す る 。 

２  理 事 長 は 、 第 17 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 定 し よ う

と す る と き は 、 第 14 条 第 １ 項 に 規 定 す る 経 営 審 議 会 （ 以 下 「 経 営

審 議 会 」 と い う 。 ） の 議 を 経 る も の と す る 。 
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３  理 事 長 は 、 第 21 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 決 定 し よ う

と す る と き は 、 第 18 条 第 １ 項 に 規 定 す る 教 育 研 究 審 議 会 （ 以 下 「

教 育 研 究 審 議 会 」 と い う 。 ） の 議 を 経 る も の と す る 。 

４  副 理 事 長 は 、 理 事 長 を 補 佐 し て 法 人 の 業 務 を 掌 理 す る 。 

５  理 事 長 が 指 名 す る 副 理 事 長 は 、 理 事 長 に 事 故 が あ る と き は そ の

職 務 を 代 理 し 、 理 事 長 が 欠 け た と き は そ の 職 務 を 行 う 。 

６  理 事 は 、 理 事 長 及 び 副 理 事 長 を 補 佐 し て 法 人 の 業 務 を 掌 理 す る

。 

７  理 事 長 が 指 名 す る 理 事 は 、 理 事 長 及 び 副 理 事 長 に 事 故 が あ る と

き は そ の 職 務 を 代 理 し 、 理 事 長 及 び 副 理 事 長 が 欠 け た と き は そ の

職 務 を 行 う 。 

８  監 事 は 、 法 人 の 業 務 を 監 査 す る 。 

９  監 事 は 、 監 査 の 結 果 に 基 づ き 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 理

事 長 又 は 横 浜 市 長 （ 以 下 「 市 長 」 と い う 。 ） に 意 見 を 提 出 す る こ

と が で き る 。 

 （ 理 事 長 及 び 副 理 事 長 の 任 命 ） 

第 10 条  理 事 長 は 、 市 長 が 任 命 す る 。 

２  副 理 事 長 は 、 理 事 長 が 任 命 す る 。 

 （ 学 長 の 任 命 ） 

第 11 条  大 学 の 学 長 （ 以 下 「 学 長 」 と い う 。 ） は 、 理 事 長 と 別 に 任

命 す る も の と す る 。 

２  学 長 を 選 考 す る た め 、 学 長 選 考 会 議 （ 以 下 「 選 考 会 議 」 と い う

。 ） を 置 く 。 

３  学 長 は 、 選 考 会 議 の 選 考 に 基 づ き 、 理 事 長 が 任 命 す る 。 

４  前 項 の 規 定 に よ り 任 命 さ れ た 学 長 は 、 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か
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わ ら ず 、 副 理 事 長 と な る も の と す る 。 

５  選 考 会 議 は 、 経 営 審 議 会 を 構 成 す る 者 （ 理 事 長 及 び 教 育 研 究 審

議 会 を 構 成 す る 者 を 除 く 。 ） の 中 か ら 当 該 経 営 審 議 会 に お い て 選

出 さ れ る 者 ３ 人 及 び 教 育 研 究 審 議 会 を 構 成 す る 者 の 中 か ら 当 該 教

育 研 究 審 議 会 に お い て 選 出 さ れ る 者 ３ 人 を も っ て 構 成 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 経 営 審 議 会 に お い て 選 出 さ れ る 者 の う ち １ 人 は 次

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 者 と し 、 教 育 研 究 審 議 会 に お い て 選 出 さ れ る

者 の う ち １ 人 は 第 18 条 第 ２ 項 第 ５ 号 に 規 定 す る 者 と す る 。  

６  選 考 会 議 に 議 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ っ て こ れ を 定 め る 。 

７  議 長 は 、 選 考 会 議 を 主 宰 す る 。 

８  前 ３ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 選 考 会 議 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 議

長 が 選 考 会 議 に 諮 っ て 定 め る 。 

 （ 理 事 及 び 監 事 の 任 命 ） 

第 12 条  理 事 は 、 理 事 長 が 任 命 す る 。 

２  理 事 長 は 、 理 事 を 任 命 す る に 当 た っ て は 、 そ の 任 命 の 際 現 に 法

人 の 職 員 で な い 者 で 、 経 営 に 関 し 広 く か つ 高 い 識 見 を 有 す る も の

が 含 ま れ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 

３  監 事 は 、 市 長 が 任 命 す る 。 

 （ 任 期 ） 

第 13 条  理 事 長 の 任 期 は 、 ４ 年 と す る 。  

２  副 理 事 長 及 び 理 事 の 任 期 は 、 ４ 年 と す る 。 た だ し 、 学 長 と な る

副 理 事 長 の 任 期 は 、 ２ 年 以 上 ６ 年を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、 選

考 会 議の 議 を経 て 、法 人 の規 程 で定 め る。      

３  監 事 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。    

４  補 欠 の 役 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 
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５  役 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。 

   第 ３ 章  審 議 機 関 

    第 １ 節  経 営 審 議 会 

 （ 設 置 及 び 構 成 ） 

第 14 条  法 人 の 経 営 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 、 経 営 審 議 会

を 置 く 。 

２  経 営 審 議 会 は 、 理 事 長 、 副 理 事 長 及 び 理 事 を も っ て 構 成 す る 。 

 （ 招 集 ） 

第 15 条  経 営 審 議 会 は 、 理 事 長 が 必 要 と 認 め た と き に 招 集 す る 。 

２  理 事 長 は 、 経 営 審 議 会 の 構 成 員 の ２ 分 の １ 以 上 か ら 会 議 の 目 的

た る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 付 し て 要 求 が あ っ た と き は 、 経 営 審 議

会 を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。 

 （ 議 事 ） 

第 16 条  経 営 審 議 会 の 議 長 は 、 理 事 長 又 は 理 事 長 が 指 名 す る 者 を も

っ て 充 て る 。 

２  経 営 審 議 会 は 、 構 成 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 成 立 し な い 。 

３  経 営 審 議 会 の 議 事 は 、 出 席 者 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数

の と き は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。 

 （ 審 議 事 項 ） 

第 17 条  経 営 審 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 審 議 す る 。 

 (1) 中 期 目 標 に つ い て 市 長 に 述 べ る 意 見 及 び 年 度 計 画 に 関 す る 事

項 の う ち 、 法 人 の 経 営 に 関 す る も の 

 (2) 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 15 年 法 律 第 118 号 ） に よ り 市 長 の

認 可 又 は 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 事 項 の う ち 、 法 人 の 経 営

に 関 す る も の 
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 (3) 重 要 な 規 程 の 制 定 及 び 改 廃 に 関 す る 事 項 

 (4) 予 算 の 作 成 及 び 決 算 に 関 す る 事 項 

 (5) 大 学 、 学 部 、 課 程 そ の 他 の 重 要 な 組 織 の 設 置 又 は 廃 止 に 関 す

る 事 項 

 (6) 教 育 課 程 の 編 成 に 関 す る 事 項 で 法 人 の 経 営 に 関 す る も の 

 (7) 組 織 及 び 運 営 の 状 況 に 関 す る 自 己 点 検 及 び 評 価 に 関 す る 事 項 

 (8) そ の 他 法 人 の 経 営 に 関 す る 重 要 事 項 

２  経 営 審 議 会 は 、 教 育 研 究 審 議 会 に 対 し 、 意 見 を 述 べ る こ と が で

き る 。 

    第 ２ 節  教 育 研 究 審 議 会 

 （ 設 置 及 び 構 成 ） 

第 18 条  大 学 の 教 育 研 究 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 、 教 育 研

究 審 議 会 を 置 く 。  

２  教 育 研 究 審 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 者 を も っ て 構 成 す る 。 

 (1) 学 長 

 (2) 副 学 長 

 (3) 学 長 が 定 め る 教 育 研 究 上 の 重 要 な 組 織 の 長 

 (4) 大 学 の 附 属 病 院 の 長 

(5) 法 人 の 役 員 又 は 職 員 以 外 の 者 で 大 学 に 関 し 広 く か つ 高 い 識 見

を 有 す る も の の う ち か ら 、 学 長 が 指 名 す る も の 

 （ 招 集 ） 

第 19 条  教 育 研 究 審 議 会 は 、 学 長 が 必 要 と 認 め た と き に 招 集 す る 。 

２  学 長 は 、 教 育 研 究 審 議 会 の 構 成 員 の ２ 分 の １ 以 上 か ら 会 議 の 目

的 た る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 付 し て 要 求 が あ っ た と き は 、 教 育 研

究 審 議 会 を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。 
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 （ 議 事 ） 

第 20 条  教 育 研 究 審 議 会 の 議 長 は 、 学 長 又 は 学 長 が 指 名 す る 者 を も

っ て 充 て る 。 

２  教 育 研 究 審 議 会 は 、 構 成 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 成 立 し な

い 。 

３  教 育 研 究 審 議 会 の 議 事 は 、 出 席 者 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否

同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。 

 （ 審 議 事 項 ） 

第 21 条  教 育 研 究 審 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 審 議 す る 。 

 (1) 中 期 目 標 に つ い て 市 長 に 述 べ る 意 見 及 び 年 度 計 画 に 関 す る 事

項 の う ち 、 大 学 の 教 育 研 究 に 関 す る も の 

 (2) 地 方 独 立 行 政 法 人 法 に よ り 市 長 の 認 可 又 は 承 認 を 受 け な け れ

ば な ら な い 事 項 の う ち 、 大 学 の 教 育 研 究 に 関 す る も の 

 (3) 学 生 の 円 滑 な 修 学 、 進 路 選 択 等 に 必 要 な 助 言 、 指 導 そ の 他 の

支 援 に 関 す る 事 項 

 (4) 学 生 の 入 学 、 卒 業 そ の 他 学 生 の 在 籍 に 関 す る 方 針 及 び 学 位 に

関 す る 方 針 に 関 す る 事 項 

 (5) 教 育 課 程 の 編 成 に 関 す る 事 項 

 (6) 教 育 研 究 の 状 況 の 自 己 点 検 及 び 評 価 に 関 す る 事 項 

 (7) そ の 他 教 育 研 究 に 関 す る 重 要 事 項 

２  教 育 研 究 審 議 会 は 、 経 営 審 議 会 に 対 し 、 意 見 を 述 べ る こ と が で

き る 。 

   第 ４ 章  業 務 の 範 囲 及 び そ の 執 行 

 （ 業 務 の 範 囲 ） 

第 22 条  法 人 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う 。 
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(1) 大 学 を 設 置 し 、 こ れ を 経 営 す る こ と 。  

 (2) 学 生 に 対 し 、 修 学 、 進 路 選 択 及 び 心 身 の 健 康 等 に 関 す る 相 談

そ の 他 の 援 助 を 行 う こ と 。 

 (3) 法 人 以 外 の 者 か ら 委 託 を 受 け 、 又 は こ れ と 共 同 し て 行 う 研 究

の 実 施 そ の 他 の 法 人 以 外 の 者 と の 連 携 に よ る 教 育 研 究 活 動 を 行

う こ と 。 

 (4) 公 開 講 座 の 開 設 そ の 他 の 学 生 以 外 の 者 に 対 す る 学 習 の 機 会 を

提 供 す る こ と 。 

 (5) 教 育 研 究 の 成 果 を 普 及 し 、 及 び そ の 活 用 を 促 進 す る こ と 。 

 (6) 前 各 号 の 業 務 に 附 帯 す る 業 務 を 行 う こ と 。 

 （ 業 務 方 法 書 ） 

第 23 条  法 人 の 業 務 の 執 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 こ の 定 款 に 定 め る

も の の ほ か 、 業 務 方 法 書 の 定 め る と こ ろ に よ る 。 

   第 ５ 章  資 本 金 等 

（ 資 本 金 ）      

第 24 条  法 人 の 資 本 金 の 額 は 、 横 浜 市 が 出 資 す る 別 表 に 掲 げ る 資 産

に つ い て 、 当 該 出 資 の 日 に お け る 時 価 を 基 準 と し て 横 浜 市 が 評 価

し た 価 額 の 合 計 額 と す る 。 

（ 解 散 に 伴 う 残 余 財 産 の 帰 属 ）  

第 25 条  法 人 は 、 解 散 し た 場 合 に お い て 、 そ の 債 務 を 弁 済 し て な お 

残 余 財 産 が あ る と き は 、 こ れ を 横 浜 市 に 帰 属 さ せ る 。 

   第 ６ 章  委 任 

 （ 委 任 ） 

第 26 条  法 人 の 運 営 に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、 こ の 定 款 及 び 業 務 方 法

書 に 定 め る も の の ほ か 、 理 事 長 が 定 め る 。 
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附  則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１  こ の 定 款 は 、 法 人 の 成 立 の 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 経 過 措 置 ） 

２  第 11 条 第 ３ 項 の 規 定 に かか わ ら ず 、 大 学 の 設 置 後 最 初 の 学 長 の

任 命 は 、 選 考 会 議 の 選 考 に 基 づ くこ と を 要 し な い も の と し 、 理 事

長 が 行 う 。  

３  前 項 の 規 定 に よ り 任 命 さ れ た 学 長 は 、 第 10 条 第 ２ 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 副 理 事 長 と な る も の と す る 。 

４  第 13 条 第 ２ 項 た だ し 書 の 規 定 に か か わ ら ず 、 大 学 の 設 置 後 最 初

の 学 長 と な る 副 理 事 長 の 任 期 は 、 １ 年 と す る 。 
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別 表 （ 第 24条 関 係 ）  

資 産 の  
種 別  

所  在  地  地  目 地  積  

土  地  鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 ７ 番 の ２ ９  宅  地  7 , 8 5 2 . 9 7 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ５ ７ 番  そ の 他  1 4 , 7 8 3 . 4 9 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ０ 番  宅  地  3 3 7 . 1 9 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ １ 番  宅  地  4 0 6 . 6 1 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ２ 番  宅  地  4 0 4 . 3 9 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ３ 番  宅  地  3 8 1 . 6 1 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ４ 番  宅  地  6 7 7 . 6 8 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ５ 番  宅  地  9 0 9 . 0 9 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ６ 番  宅  地  4 4 9 . 5 8 ㎡

土  地  南 区 浦 舟 町 ４ 丁 目 ６ ７ 番  宅  地  4 7 6 . 6 3 ㎡

土  地  南 区 中 村 町 ４ 丁 目 ２ ７ ４ 番 の １  宅  地  2 , 5 9 7 . 8 1 ㎡

土  地  南 区 中 村 町 ４ 丁 目 ２ ７ ４ 番 の ２  宅  地  9 0 6 . 5 0 ㎡

土  地  金 沢 区 柴 町 ３ ７ ９ 番 の １  宅  地  8 , 1 1 7 . 0 2 ㎡

土  地  金 沢 区 柴 町 ３ ７ ９ 番 の ３  宅  地  4 7 4 . 9 7 ㎡

土  地  金 沢 区 福 浦 三 丁 目 ９ 番 の １  宅  地  9 4 , 3 8 9 . 8 0 ㎡

土  地  金 沢 区 福 浦 三 丁 目 １ ９ 番  宅  地  8 0 . 0 0 ㎡

土  地  金 沢 区 六 浦 二 丁 目 ３ ,６ ６ ７ 番 の １ の 一 部 宅  地  1 8 , 8 8 1 . 6 9 ㎡

土  地  金 沢 区 六 浦 東 一 丁 目 ４ ,８ ５ ３ 番 の ３  宅  地  7 2 7 . 2 7 ㎡

土  地  金 沢 区 柳 町 １ 番 の １ １  宅  地  6 6 1 . 1 6 ㎡

土  地  戸 塚 区 舞 岡 町 ６ ４ １ 番 の ６  宅  地  1 , 1 9 6 . 0 5 ㎡

土  地  戸 塚 区 舞 岡 町 ６ ４ １ 番 の ９  山  林 2 , 0 5 8 . 3 9 ㎡

土  地  戸 塚 区 舞 岡 町 ６ ４ １ 番 の １ ２  宅  地 1 8 , 9 3 2 . 6 2 ㎡

土  地  戸 塚 区 舞 岡 町 ６ ４ １ 番 の １ ８  山  林 4 5 4 . 3 6 ㎡
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提  案  理  由 

 横 浜 市 立 大 学 の 設 置 及 び 管 理 を 行 う 公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 を

設 立 す る た め 、 そ の 定 款 を 定 め た い の で 、 地 方 独 立 行 政 法 人 法 附 則

第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 提 案 す る 。 
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 参  考 

   地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 抜 粋 ） 

 （ 設 立 ） 

第 ７ 条  地 方 公 共 団 体 は 、 地 方 独立 行 政 法 人 を 設 立 し よ う と す る と

き は 、 そ の 議 会 の 議 決 を 経 て 定 款を 定 め 、 都 道 府 県 （ 都 道 府 県 の

加 入 す る 一 部 事 務 組 合 又 は 広 域 連合 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て

同 じ 。 ） 又 は 都 道 府 県 及 び 都 道 府県 以 外 の 地 方 公 共 団 体 が 設 立 し

よ う と す る 場 合 に あ っ て は 総 務 大臣 、 そ の 他 の 場 合 に あ っ て は 都

道 府 県 知 事 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

   附  則 

 （ 施 行 期 日 ） 

第 １ 条  こ の 法 律 は 、 平 成 16 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次

条 及 び 附 則 第 ４ 条 の 規 定 は 、 公 布の 日 か ら 起 算 し て ６ 月 を 超 え な

い 範 囲 内 に お い て 政 令 で 定め る 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 設 立 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 ２ 条  地 方 公 共 団 体 は 、 こ の 法律 の 施 行 の 日 前 に お い て も 、 第 ２

条 、 第 ４ 条 第 １ 項 、 第 ５ 条 か ら 第 ７ 条 まで 、 第 ８ 条 第 １ 項 、 第 12

条 、 第 13 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 、 第 15 条 第 １ 項 、 第 21 条 、 第 68 条 第

１ 項 、 第 70 条 、 第 71 条 第 １ 項 及 び第 ３ 項 、 第 72 条 第 １ 項 及 び 第 ２

項 、 第 74 条 第 ２ 項 、 第 77 条 、 第 80 条 、 第 82 条 、 第 90 条 第 ４ 項 、 第

92 条 第 ２ 項 並 び に 第 95 条 の 規 定 の 例 に よ り 、 そ の 議 会 の 議 決 を 経

て 定 款 を 定 め 、 総 務 大 臣 又 は 都 道府 県 知 事 の 認 可 を 受 け る こ と が

で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該認 可 の 効 力 は 、 こ の 法 律 の 施 行

の 日 か ら 生 ず る も の と す る 。 

（ 第 ２ 項 省 略 ） 


